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  申立てをされる方へ 

                                            名古屋家庭裁判所 

 

                  非開示希望情報等について（注意事項） 

 

別表第一審判事件の申立てに当たっては、以下について、十分ご注意下さいますよう

お願いします。 

１ 申立書を含む提出書類は、裁判所で保管する記録に綴られるため、事件の関係人

（当事者、利害関係人など）が記録の閲覧等請求をすることで、事件の関係人に開示

されてしまう可能性があります。申立書等には事件の関係人に知られたくない事項

を記載しないようご注意下さい。 

事件の関係人に住所を知られては困る事情がある場合は、申立書には事件の関係

人に知られてもよい住所（実家の住所等）を記載してください。ただし、裁判官の判

断により、現在の住所の申告を求めることがあります。支障がある場合には、「非開

示希望申出書」、「送達場所等の届出書」を提出する必要があります。 

２ 申立後に提出される書類についても、事件の関係人からの記録の閲覧等請求によ

り、事件の関係人に開示される場合があります。 

３ 自ら作成する書類で、事件の関係人に知られると生命身体に危険が生ずるなど生

活をする上で支障がある情報を記載しないようにして、提出する書類にその情報が

記載されている場合は、自らその部分を黒塗りにするなどして読み取れないように

してコピーしたものを提出してください。 

なお、提出前に自ら確認する必要があり、その際住所を推測させる情報（通院先、

通学先、金融機関の支店名等）が含まれていないかも注意してください。 

４ 非開示を希望する書面を提出する場合は、書面提出と同時に「非開示希望申出書」

を提出する必要があります。 

申出をしたからといって、必ずしも非開示となるとは限りません。 

また、別事件において「非開示希望申出書」を提出済みであっても、①各事件ごと

に非開示希望の申出書を提出すること、②各書面ごとに提出することが必要です。 

５ 提出する書類には、マイナンバー（個人番号）の記載は不要です。 

６ 裁判所からの書類の送付先を把握するため、「送達場所等の届出書」を提出してく

ださい。同届出書を非開示希望とする場合、「非開示希望申出書」と併せて提出する

必要があります。 

７ 裁判所は、提出された書類の中に、事件の関係人に知られたくない情報が含まれ

ていないかを確認することはいたしません。非開示希望の申出がすでにされている

情報であっても、同様に裁判所が確認することはありません。ご自身の責任におい

て確認・管理・提出をしてください。 

 


